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文教経済常任委員会行政視察 

実施報告書 

 

 
令和６年 5 月８日～1０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三郷市議会 文教経済常任委員会 
 

 

5 月 ８日（水） 愛知県一宮市 

「尾張一宮駅前ビル（i‐ビル）・中央図書館」について 

 

5 月 ９日（木） 三重県伊勢市 

「観光施策」について 

 

5 月１０日（金） 愛知県刈谷市 

「刈谷市総合文化センターアイリス内での生涯学習事業」 

「中高生の居場所づくり事業「なごみんはあと」」について 
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愛知県一宮市  

「尾張一宮駅前ビル（ⅰ‐ビル）・中央図書館」について 
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【主な質疑】 

質問：図書館をまとめる役割は図書館管理課が行っているのか。 

回答：中央図書館、尾西図書館、玉堂記念木曽川図書館、子ども文化広場図書館、図書室があり、 

そのとりまとめを中央図書館が行っている。 

質問：市内各小中学校の図書室との連携はどのように行っているか。 

回答：市内 61 校（小学校 42 校と中学校 19 校）の各学校が予約をして、月 150 冊まで貸し出

す学校支援制度があり、各学校に配送し授業などで使っている。 

質問：生徒自らが借りたい本をリクエストするのか。 

回答：基本的には授業で使う本を先生がリクエストしている。生徒は学校に入学すると図書室・図

書館共通の貸出カードを作るため、自分で図書室・図書館から借りることが多い。 

質問：インターネット席の利用制限はあるのか。また、持ち込みパソコン席の利用者はどういった方

が多いのか。 

回答：インターネット席は予約制ではなく 1 時間ごとの使用で、その次に利用者がいなければ延長

できる。登録カードが無くても使える。また、持ち込みパソコン席は基本的には大人の方が

仕事関係で使用していることが多い。 

質問：中央図書館の中高生を対象にしたイベントは誰が主体となってどのようなイベントを行って

いるのか。 

回答：図書館業務の一部を委託している業者がイベントを企画して運営しており、一日図書館員

体験、ビブリオバトル、本を使ったカードゲームなどを行っている。 
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三重県伊勢市    

「観光施策」について 
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【主な質疑】 

質問：伊勢未来プロジェクトについて、子供を育て、観光につなげる取り組みはどのようなものか。 

回答：伊勢っ子育て事業は小学生５・６年生対象で、伊勢未来プロジェクトは高校生対象であり、 

観光に限らず高校生自らがゼロから企画したものを募集し、結果的に観光パンフレットを作 

成した。 

質問：伊勢っ子育て事業について、その組織作りはどのようなものか。 

回答：この事業は約 10 年前にスタートし、それぞれの地域から公募で参加していただいている。

各地域で参加した子供が将来中心になっていただくことを期待している。 

質問：前例が無いまちづくり、実証実験は誰が主体となって進めているのか。 

回答：内宮エリアでは民間が主導している。「なんとかせなあかん」と年に 200 日以上会議を行

い、来てもらいたくなる町を目指し、市議会議員や行政にかけあった。また、観光客への調

査を行い、ターゲットを定め、それに即した観光施策を行っている。 

質問：伊勢市観光振興基本計画の雇用の確保・増大とはどのようなものか。 

回答：バリフリー化・多言語化などの高付加価値化事業を行い、観光価値を高めて、賃金を上げ、

労働環境を改善し、ひいては雇用を守るというものです。 

質問：観光協会について、どんな役割を担っているのか。 

回答：観光協会会長は赤福の社長であり、市とかなり親密な関係を築いている。一緒にアイデア

出しを行うなど、パートナーとなっている。 
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愛知県刈谷市  

「刈谷市総合文化センターアイリス内での生涯学習事業」について 

「中高生の居場所づくり事業「なごみんはあと」」について 
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【主な質疑】 

質問：指定管理料の全額がＫＣＳＮ共同事業体に支払われるのか。また、その内訳は。 

回答：ＫＣＳＮ共同事業体は 4 社の共同体であり、ホール・施設管理・清掃などの事業を担ってお

り、その全額を支払っている。レストランは指定管理料を受け取っておらず、売上げの一部

をＫＣＳＮ共同事業体へ支払っている 

質問：刈谷国際音楽コンクールの設立の経緯は。 

回答：東京フィルハーモニー交響楽団でコンサートマスターを務める近藤薫氏の父が刈谷市音楽 

協会に所属しており、刈谷市からお願いして、実行委員長として尽力していただいた。 

質問：文化工房かりやの設立の経緯は。 

回答：元々５年ごとの市の周年事業に公演をうっていただいていた市民団体であり、刈谷市総合

文化センター立ち上げに際し、指定管理における仕様書に記載し、市からアプローチし集

まっていただいた。 

質問：生涯学習講座について小中学校の長期休みに合わせた講座はどのようなものがあるか。 

回答：専門家が講師となり、自由研究で使えるような理科や科学の実験講座や料理教室などを行

っている。 

質問：「なごみんはあと」スタッフに元教員などではなく、大学生を入れたきっかけは。 

回答：委託先である子育て・子育ちＮＰＯスコップに相談した結果、中高生が一番相談しやすい大

学生を採用した。 

 

 

 

 

 

 

                      


